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国
や
県
と
と
も
に
八
代
市・

氷
川
町
循
環
型
社
会
形
成

推
進
協
議
会
を
設
立

　
氷
川
町・八
代
市・八
代
生
活
環
境
事

務
組
合
の
３
者
で
、こ
れ
ま
で
35
回
に
お

よ
ぶ
協
議
を
進
め
て
い
ま
す
が
、そ
の
進

捗
と
し
て
、環
境
省・熊
本
県・八
代
市・

氷
川
町・八
代
生
活
環
境
事
務
組
合
な

ど
か
ら
構
成
さ
れ
る「
八
代
市・氷
川
町

循
環
型
社
会
形
成
推
進
協
議
会
」を

平
成
29
年
９
月
に
設
立
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、氷
川
町・八
代
市・八
代
生

活
環
境
事
務
組
合
の
３
者
連
名
に
よ

る
、氷
川
町
も
含
め
た
ご
み
処
理
対
象

地
域
と
し
た
新
た
な「
八
代
市・氷
川

町
循
環
型
社
会
形
成
推
進
地
域
計
画

（
２
０
２
０
年
～
２
０
２
４
年
）」を
策

定
し
、ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
廃
炉
お
よ

び
最
終
処
分
場
の
閉
鎖
後
は
、氷
川
町

の
ご
み
を
八
代
市
環
境
セ
ン
タ
ー
で
処
理

（
事
務
委
託
）す
る
と
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、こ
の
協
議
会
の
設
置
期
間

策
定
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

な
ぜ「
ご
み
」の
１
割
削
減
を

目
指
す
の
か

　
現
状
で
は
、八
代
市
と
氷
川
町
の
ご
み

の
排
出
量
を
合
わ
せ
る
と
、八
代
市
環

境
セ
ン
タ
ー
の
処
理
量

を
は
る
か
に
上
回
って
い

ま
す
。

　
平
成
22
年
７
月
の

「
ご
み
非
常
事
態
宣

言
」か
ら
減
量
化
に
取

り
組
ん
で
き
た
八
代
市

の
燃
え
る
ご
み
を
さ
ら

に
現
状
の
５
％
、そ
し

て「
氷
川
町
の
燃
え
る

ご
み
を
現
状
の
10
％
削

減
」を
目
指
し
、減
量

化
の
対
策
を
進
め
て
い

く
こ
と
で
、「
ご
み
処
理

の
広
域
化
」を
確
認
し

合
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

は
、新
た
な
地
域
計
画
が
策
定
さ
れ
、

氷
川
町
と
八
代
市
の
ご
み
処
理
が
八
代

市
環
境
セ
ン
タ
ー
で
開
始
さ
れ
る
ま
で

と
し
て
い
ま
す
。

将
来
、氷
川
町
の「
ご
み
」を

八
代
市
環
境
セ
ン
タ
ー
で
処

理
す
る
た
め
に

　
八
代
市
に
お
い
て
建
設
さ
れ
た
環
境

セ
ン
タ
ー
は
、八
代
市
循
環
型
社
会
形

成
推
進
地
域
計
画・第
２
期（
２
０
１
５

～
２
０
１
９
年
）に
沿
っ
た
形
で
建
設

（
１
日
当
た
り
の
処
理
量
１
３
４
ト

ン
、八
代
市
の
み
）さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、少
な
く
と
も
平
成
31
年

度
ま
で
は
氷
川
町
の
ご
み
を
受
け
入
れ

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、平
成
31
年
度
に「
八

代
市
循
環
型
社
会
形
成
推
進
地
域
計

画（
第
２
期
）」が
終
了
し
た
後
の
平
成

32
年
度
以
降
に
、氷
川
町
の
ご
み
の
受

け
入
れ
を
進
め
る
べ
く
、新
し
い
計
画
の

　
そ
の
た
め
に
も「
ご
み
の
減
量
化
」

は
、氷
川
町
や
住
民
に
と
って
避
け
て
は

通
れ
な
い
喫
緊
の
課
題
で
す
。

　町から出る「燃えるごみ」　　の量を10％削減‼
『
ご
み
減
量
化
宣
言
』

▲八代市環境センター「エコエイトやつしろ」※写真は八代市提供
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　現在、氷川町内で排出される「可燃ごみ」および「不燃ごみ」は、栫地区にある、八代生活環境事務
組合クリーンセンターで処理されています。
　「一般家庭系ごみ」は、町が委託している業者が指定された日に収集運搬をしています。
　「事業系ごみ」は、営業などの事業活動によるもので、ごみステーションに出せないので、町が許可し
た一般廃棄物収集運搬業者に収集運搬を委託するか、事業所が直接クリーンセンターに持ち込むこ
とになっています。処理量は、10㎏当たり１００円（税込）です。
　ただし、建設工事などから出される工作物の新築・改築または除去によって生じた、がれき類・汚泥・木
くず・廃プラスチック類・紙くず・繊維くず・ゴムくずなどは「産業廃棄物」扱いとなりますので、産廃処理業
者に持ち込まないといけません。

朽
化
に
よ
る
焼
却
処
理
能
力
の
低
下
な

ど
に
よ
り
、平
成
22
年
７
月
に「
ご
み
非

常
事
態
宣
言
」を
行
い
、新
し
い
ご
み
処

理
施
設
の
建
設
を
計
画
し
、平
成
30
年

７
月
に
八
代
市
内
全
域
の
ご
み
を
処
理

す
る
施
設
と
し
て
、「
八
代
市
環
境
セ
ン

タ
ー（
エ
コ
エ
イ
ト
や
つ
し
ろ
）」を
供
用

開
始
し
ま
し
た
。

現
在
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
は

氷
川
町
の
み
で
利
用

　
一 

般
廃
棄
物
処
理
施
設
の
う
ち
、ご

み
焼
却
施
設
の
耐
用
年
数
は一般
的
に

20
年
程
度
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

廃
棄
物
処
理
施
設
の
場
合
、機
能
を

維
持
で
き
る
の
は
５
か
ら
10
年
程
度
と

さ
れ
て
い
る
た
め
、長
寿
命
化
を
行
う

場
合
で
も
、そ
の
後
の
更
新
や
廃
止
な

ど
の
見
込
み
に
つ
い
て
も
検
討
が
必
要

で
す
。

最
終
処
分
場
は

あ
と
５
年
程
度
利
用
可
能

　
現
在
の
最
終
処
分
場
も
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
と
同
じ
く
２
代
目
で
、平
成
18
年
２

月
に
完
成
し
ま
し
た
。

　
20
年
前
の
建
設
当
時
と
比
較
す
る

20
年
目
を
迎
え
る

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　
栫
地
区
に
あ
る
八
代
生
活
環
境
事

務
組
合 

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
は
、現
在
２

代
目
の
ご
み
処
理
施
設
と
し
て
、平
成

11
年
に
供
用
開
始
し
て
か
ら
、旧
八
代

郡
の
６
町
村（
千
丁
町・鏡
町・竜
北
町・

宮
原
町・東
陽
村・泉
村
）か
ら
排
出
さ

れ
る「
ご
み
」の
共
同
処
理
が
な
さ
れ
、

今
年
で
20
年
目
を
迎
え
ま
す
。

　
そ
の
間
、八
代
市
は
、同
市
の
ご
み
処

理
施
設
で
あ
る「
清
掃
セ
ン
タ
ー
」の
老

と
現
在
の
ご
み
の
焼
却
処
理
能
力
は

80
％
程
度
と
な
って
い
る
も
の
の
、部
品

交
換
や
修
繕
な
ど
に
よ
り
、機
能
を
維

持
し
て
い
け
ば
、今
後
氷
川
町
の
み
の
焼

却
残
渣（
発
生
率
13
％
）な
ど
を
埋
め

立
て
た
と
し
て
も
、ま
だ
ま
だ
容
量
が

あ
り
ま
す
。

　
氷
川
町・八
代
市・八
代
生
活
環
境
事

務
組
合
で
は
、ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
が
稼

働
し
て
か
ら
25
年
目
の
２
０
２
３
年
頃

ま
で
最
終
処
分
場
を
利
用
で
き
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

　町から出る「燃えるごみ」　　の量を10％削減‼
ご
み
処
理
施
設
の
広
域
化
に
対
す
る
取
組
み
に
つ
い
て

▲クリーンセンター

▲最終処分場


